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【テーマ】

本社工場（本社）納入における待機車両の撲滅

【会社紹介】

トヨタ自動車は愛知県豊田市に本社を構え、約7万人の従業員が在籍

国内では、生産工場を11工場構え、お客様の笑顔のために日々自動車を生産

【職場紹介】

資材管理課の使命は工場で使用される資材の調達・供給・管理となっており

田原を除く１０工場で活動

作業は発注・受入・在庫管理・配達をしており、多種多様な資材を取り扱う職場

【職場紹介】

本社では仕入先の負担軽減を目的に集中受入を実施

集中受入とは、仕入先様が各工場へ直接納品するのでなく、

本社工場で集中して受入を行い

その後、各工場へ配送する仕組み
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【サークル紹介】

サークルリーダー安原、テーマリーダー丸山

サークルの弱み、若手中堅が多くチャレンジ精神が弱い

サークルリーダーの思い、

個々の持っている知識・能力をフルに発揮し、難しい

テーマにも果敢にチャレンジする

サークルレベルはBレベル

【テーマ選定】

24年物流問題を受け、新たに本社受入対象仕入先の拡大を実施

実施後、納入車両で待機が発生した為、

問題解消に向け取り組むことに決定

【現状把握①】

上位方針、仕事の目的を踏まえ、仕事のあるべき姿を納入時の待機車両0台

【現状把握②】

待機車両を1ヵ月調査した結果、曜日、時間帯を問わず待機が37台/月発生

【対策の狙い所①】

要因、車両管理が行き届いていない

要因を調査した結果、

作業者が個別に指示していたり、ドライバーへの理解活動が不足

その結果、日々の入退場管理ができていない事が判明

【対策の狙い所②】

要因から日々の実態を記録し管理する事に狙い所を設定

【目標設定】

納入時の待機車両を2月末までに37台を0台にすると目標を設定

【対策立案】

日々の実態を記録し管理する為に入退場時刻を申告してもらうを採用



【対策計画】

実施項目、担当を決め対策を実施

【対策実施】

実施項目①時間遵守への理解活動と早朝・夜間納入の検討

仕入先様へ時間遵守、時間変更のお願いをしたが、全仕入先様からお断り

実施項目②ダイヤ枠見直し

現状のダイヤ枠は個人の感覚で設定され

改善後の見直しがされていない事もあり

新たに基準を決めダイヤ枠時間の見直しを実施

実施項目③希望時間調査・組み換え

各仕入先様へ希望時間調査を行い、組み換えを実施

4台でバッティングが発生する為、

解消に向け更なる対策をする事に決定

実施項目④TPS改善・仕入先様への理解活動

対象仕入先様へ再交渉を実施、変更不可な事が確認でき

再度職場で検討を実施した結果、荷卸し時間短縮に向け対策する事に決定

作業分析を行うと動線は同じだが、手順に違いがある事が判明

計測結果まとめとして、

納入件数、荷卸し方法が同一条件にも関わらず、

各社の作業時間に大きな差があり、確認回数が多い事が判明

仕入先様へ確認についてヒヤリングを行うと誤品を流さない為と回答

ベンチマークを行うと、

人・コストを掛けて品質保証を実施している事が確認でき、

メンバーへ共有を行うと様々な改善点が挙げられた



仕入先様へ改善提案をご理解頂きながら一緒にチャレンジする事に

手順見直し、荷卸し方法変更により荷卸し時間が短縮

ダイヤを変更し全仕入先様のダイヤ構築が完了

実施項目⑤入退場管理ツール選定・導入

物流領域職場をベンチマークの実施、

資材のニーズに合ったシステムはなく再検討

自職場で入退場システム開発を決定

サークルリーダーの思いから若手・中堅でチャレンジする事に

入場時にはINを押し仕入先選択、退場時にはOUTを押す簡単な操作で

ドライバーの方々からも好評

来社予定時間と入場時間に乖離がある場合、都度フォローを実施

退場後データから1回/月ダイヤ調整を実施

【効果確認】

有形効果、取り上げ時の37台を0台にでき目標達成

無形効果、改善能力など一部向上したがサークルレベルは変わらずBレベル

【標準化】

日々の管理として、入場時間の異常を都度仕入先様へ確認と対策を実施

1回/月乖離データを確認仕入先様と調整

【まとめ】

良かった点

弱み解消に向け若手が率先して活動ができた

苦労した点

改善提案を一方的でなく何度も仕入先様を訪問し理解を深めて頂いた

今後の進め方

新物効法目標達成に向け、資材管理課全工場へ横展

入退場データを基に更なる取組みを進め

仕入先様へ寄り添った活動を継続していく

【仕入先様からの声】

待機が無くなりすごく助かりました！

希望時間に納品できありがたいです！など

仕入先様の方々にも喜んで頂け、笑顔に繋がった事が一番の成果となった


